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■数多くの遺構が見つかっています 

調査区北側道路部分、東半分の発

掘が終了し、東西に連なる遺跡の様

子が明らかになりました。弥生・古 

墳時代の竪穴住居や方形周溝墓が

連なっているのが分かります。 

 

        

  発 掘 調査 も ち ょ う ど１ か 月 を 過

ぎました。調査は天候にも恵まれ、

先週末(9/14)の段階で、調査区全

体の約 40％の発掘が終了しました。 

これまでの調査で、弥生時代や古

墳時 代 の方 形周 溝 墓や 竪 穴住 居 を

始め、鎌倉時代や戦国時代、江戸時

代な ど の遺 構や 遺 物が 数 多く 発 見

され、井伊谷の土地が歴史において

大き な 意味 合い を もっ て いた こ と

が改めて感じられます。 
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■ 現地説明会（いなさ文化財まつり） 
10 月 13 日(土)14 日(日) 

午前 10 時～午後 4 時  
（全体説明：午前１０時・午後２時） 

いなさ文化財まつりにおいて、現  
地説明会を行います。詳しくは、  
「広報はままつ（9 月 20 日号）」を  
ご覧ください。  
 

■ 遺跡の見学について 
平日、午前 8 時 45 分～午後４ 

時 45 分の作業時間内でしたら、  
調査現場を見学いただけます。  
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１０８人が発掘に挑戦しました 「すごい！大きな土器が出てきたよ。」 

■ 竪穴住居の跡が発見されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■ 発掘体験をしました（初生小学校：９月１１日） 

 

＜考古学豆知識＞ 

○柱穴（ちゅうけつ）：住居の屋根を立て
るための柱を埋め込む穴 。柱を

立 てるとき(抜 くとき)の穴 も含 む
ので、（穴 の大 きさ）＝（柱 の太
さ）とはならない。穴の底に柱が
当たって硬化した部分（はしらあ
たり）が見つかることがある。 

○炉（ろ）：縄文時代から古墳時代前

期 頃までの住 居で、床 面を掘り
くぼめて火 を焚 き煮 炊 きした炊
事場所。土が赤く焼けている。 

○周壁溝（しゅうへきこう）：住 居 の床の
壁 際に掘られている溝で、板や
茅 ・竹 材 などの壁 が崩 れるのを

防 ぐために掘 られている。弥 生
時 代 以 降 、 奈 良 、平 安 時 代 の
住居跡に見られる。 
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